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市
政
運
営
に
臨
む
決
意

問
　
３
期
目
を
集
大
成
と
し
て

市
政
運
営
に
臨
む
の
か
、
市
長

の
率
直
な
思
い
を
伺
う
。

市
長
　
転
入
・
転
出
状
況
の
変

化
な
ど
の
明
る
い
流
れ
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
あ
り
、
全
力
投
球

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

財

政

運

営

問
　
市
長
は
ハ
ー
ド
事
業
に

次
々
着
手
す
る
積
極
的
な
市
政

運
営
を
示
し
て
い
る
が
、
過
去

の
大
型
事
業
の
返
済
が
こ
れ
か

ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
今
後
の

財
政
運
営
と
見
通
し
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
令
和
５
年
度

前
後
の
数
年
間
が
公
債
費
の
ピ 

ー
ク
と
見
込
め
、
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
く
と
考
え
る
。

問
　
市
の
台
所
事
情
が
分
か
る

も
の
を
示
せ
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
総
合
計
画
や

実
施
計
画
の
見
直
し
の
中
で
き

ち
ん
と
示
し
て
い
く
。

組

織

改

革

問
　
24
時
間
市
民
の
安
心
・
安

全
に
関
わ
る
防
災
危
機
管
理
部

長
と
、
日
本
有
数
の
競
輪
事
業

を
行
う
公
営
事
業
部
長
を
副
市

長
が
兼
務
し
て
い
る
。
以
前
の

体
制
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
９
月
に
向
け
て
、
よ
り

強
化
し
た
組
織
を
議
会
に
示
し

た
い
。

中
学
校
完
全
給
食

問
　
中
学
校
給
食
の
早
期
実
現

に
向
け
た
全
体
計
画
と
給
食
開

始
の
目
標
時
期
を
伺
う
。

市
長
　
現
在
の
東
部
、
北
部
共

同
調
理
場
を
統
合
し
、
中
学
校

分
の
給
食
も
提
供
で
き
る
新
た

な
共
同
調
理
場
を
整
備
す
る
。

こ
の
４
年
間
で
建
設
で
き
れ

ば
、
次
の
４
年
間
の
当
初
に
は

給
食
を
開
始
で
き
る
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
で
あ
る
。

問
　
給
食
費
の
公
会
計
化
を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
課
題
な
ど
の
整
理
を
行

い
、
令
和
３
年
４
月
実
施
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル

問
　
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
と

見
附
台
周
辺
地
区
整
備
の
進
行

状
況
と
見
通
し
を
伺
う
。

市
長
　
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル

は
、
見
附
台
公
園
の
再
整
備
と

と
も
に
令
和
４
年
春
の
供
用
開

始
を
目
指
し
、
今
年
度
中
に
建

設
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

民
間
収
益
施
設
は
、
令
和
３
年

３
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
事
業

者
が
準
備
を
進
め
て
い
る
。

子
育
て
支
援

問
　
小
児
医
療
費
助
成
の
所
得

制
限
を
い
つ
撤
廃
す
る
の
か
。

市
長
　
シ
ス
テ
ム
改
修
に
半
年

程
度
か
か
る
の
で
、
来
年
１
月

の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

選
ば
れ
る
ま
ち
住
み
続
け
る
ま
ち

今
後
の
主
要
な
取
り
組
み
を
問
う

山
原 

栄
一 

議
員

海
岸
エ
リ
ア
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
の

推
進
を

府
川 

正
明 

議
員

問
　
産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
制
度
の
概
要
を
伺
う
。

市
長
　
妊
娠
中
や
産
後
期
に
心

身
の
不
調
な
ど
で
家
事
や
育
児

が
困
難
な
世
帯
に
対
し
、
委
託

し
た
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
生
活

を
サ
ポ
ー
卜
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。
10
月
初
旬
に
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

交

通

対

策

問
　
少
子
高
齢
化
や
ま
ち
づ
く

り
の
進
展
に
合
わ
せ
、
交
通
空

白
地
域
、
交
通
不
便
地
域
対
策

を
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
公
共
交
通
の
現
状
や
課

題
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、
利
用
が
不
便
な
地
域
か
ら

意
見
を
聴
き
、
交
通
事
業
者
や

庁
内
関
係
部
署
と
連
携
し
て
早

期
に
対
応
策
を
検
討
す
る
。

問
　
平
塚
駅
北
口
は
26
万
市
民

の
正
面
玄
関
で
あ
る
。
超
高
齢

社
会
が
到
来
す
る
中
で
未
設
置

と
な
っ
て
い
る
下
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
は
早
急
に
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
今
年
度
基
本
設
計
を
実

施
し
、
早
期
の
設
置
を
目
指
し

て
い
く
。

浸

水

対

策

問
　
総
合
的
な
浸
水
対
策
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
12
地
区
を
重

点
対
策
地
区
と
位
置
付
け
、
自

助
・
公
助
を
合
わ
せ
た
総
合
的

な
浸
水
対
策
を
実
施
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
湘
南
ベ

ル
マ
ー
レ
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ

ジ
ア
ム
　
湘
南
平
の
再
整
備
　

テ
レ
ワ
ー
ク
　
市
民
と
の
協
働

西
部
地
域
の
資
源
の
活
用

都
市
整
備
部
長
　
こ
れ
ま
で
、

市
民
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
募
集
や

地
元
住
民
と
の
意
見
交
換
会
の

開
催
、
地
元
自
治
会
長
と
の
意

見
交
換
を
実
施
し
て
き
た
。
６

月
末
に
は
、
市
民
全
体
を
対
象

と
し
た
説
明
会
と
地
元
を
対
象

と
し
た
意
見
交
換
会
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。
意
見
を
で
き

る
限
り
募
集
要
項
に
反
映
し
、

事
業
者
を
募
集
し
て
い
く
。

問
　
完
成
後
の
施
設
が
受
け
る

砂
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
計
画
地
は
砂

浜
に
隣
接
し
て
お
り
、
多
く
の

砂
が
施
設
内
に
流
入
す
る
と
想

定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
募
集

要
項
に
飛
砂
防
備
機
能
の
整
備

や
園
内
の
砂
の
除
去
な
ど
を
記

載
し
て
い
る
。
現
段
階
で
は
施

設
の
配
置
な
ど
が
決
定
し
て
い

な
い
の
で
、
流
れ
込
む
砂
の
範

囲
や
量
は
把
握
し
て
い
な
い
。

新
港
周
辺
の
取
り
組
み

問
　
新
港
背
後
地
に
ト
イ
レ
は

い
つ
設
置
さ
れ
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
今
年
９
月
に

工
事
に
着
手
し
、
来
年
３
月
中

に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
塚
海
岸
の
砂
浜
保
全

問
　
砂
浜
は
１
９
５
４
年
か
ら

最
大
45
メ
ー
ト
ル
後
退
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０

０
０
年
に
平
塚
新
港
が
完
成
し

た
こ
と
で
、
現
在
は
相
模
川
か

ら
砂
が
運
ば
れ
て
い
な
い
。
今

後
、
国
や
県
と
連
携
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
県
の
相
模
湾

沿
岸
海
岸
浸
食
対
策
計
画
に

は
、
相
模
川
で
の
砂
利
採
取
や

相
模
ダ
ム
の
建
設
な
ど
に
よ
り

海
岸
に
供
給
さ
れ
る
砂
が
減
少

し
、
新
港
建
設
に
よ
り
砂
の
移

動
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
砂
浜
が

減
少
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
。

本
市
と
し
て
は
、
ビ
ー
チ
パ
ー

ク
に
加
え
、
現
在
計
画
を
進
め

て
い
る
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
の
公

園
に
来
場
者
が
増
え
る
と
予
測

で
き
る
こ
と
か
ら
、
県
に
サ
ン

ド
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
養
浜
を

計
画
通
り
進
め
て
も
ら
う
よ
う

継
続
し
て
要
望
し
て
い
く
。

龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
跡
地

問
　
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
、

景
観
保
護
や
情
報
開
示
を
求
め

る
周
辺
住
民
と
の
話
が
不
十
分

で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
、
住

民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

環境厚生
　議案４案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第50号　令和元年度平塚市
一般会計補正予算
　社会福祉総務費の住民主体地
域内移送推進事業では、今回の補
正で94万円を計上している。この
事業の目的を伺う。
　高齢者や障がい者など、自力
での移動が難しい人を地域住民の
ボランティアにより移送する。こ
のような地域内の無償の移送支援
を推進することが目的である。
　児童福祉費の民間保育所保育
士確保支援事業で、民間保育所に
対し、保育士の心身の健康保持の
面から就労継続支援をするという
が、どのような支援をするのか。

　臨床心理士などによるカウン
セリング事業に要する経費の一部
を助成する。
　予防費の母子保健事業では、
産前・産後ヘルパー派遣委託料を
計上している。対象者を何人とし
て見積もったのか。
　事業は10月以降に開始する予
定である。半年で35人の利用、上
限回数20回と考えたので、700回
分を委託料とした。
　健康増進事業では、未病改善
教室を開催するため、増額補正し
ている。対象を40歳から60歳まで
とした理由を伺う。
　未病改善という観点から、病
気になる前から予防するという点
に着目した。働く世代の健康意識
を高めるため、今回の世代を対象
とした。

教育民生
　議案１案件は原案どおり可決す
べきもの、請願１件は採択すべき
ものと決定しました。
○議案第50号　令和元年度平塚市
一般会計補正予算
　戸籍住民基本台帳費の戸籍及
び住民基本台帳事業では、マイ
キーＩＤ登録の特設窓口を設ける
が、どこに設けるのか。
　マイナンバーカードを交付し
た後に続けてマイキーＩＤを設定
することが効率的なので、交付窓
口から近い場所を想定している。
　学校管理費の中学校施設管理
事業では、国有地の貸付料改定な
どに対応するため増額補正する。
これまで国有地を買い取りしな
かった理由を伺う。

　一括購入となると数十億円の
支出が見込まれる。購入の議論は
かねてからあったが、児童・生徒
数の推移や学校施設の再編成な
ど、さまざまな要素を加味した上
で、当面は賃貸借契約を継続して
いく考えである。
　美術館費の魅力ある美術展覧
会事業では、芸術活動助成金を活
用し、企画展を充実させるため、
増額補正をする。芸術活動助成金
とはどのような助成金なのか。
　芸術活動助成金は、主に民間
企業や公益財団法人などが地方公
共団体などに対して、芸術活動の
助成、文化財保護への助成、文化
芸術の展示活動、音楽、演奏、民
俗芸能の文化財保護活動の文化振
興のために活動資金を支援するも
のである。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

　議会だよりの１面に
掲載する写真を募集し
ています。
　詳しくは議会局まで
ご連絡ください。

写真を募集
所 属 議 員
湘南フォーラム

出村 光 議員


